
 家庭   小学校第６学年 「１食分の献立を考えよう」 

 

●これは、「埼玉県小学校教育課程指導実践事例集 平成２４年３月」のＰ１３６～１３８を基に、加筆・修正して作成し

たものです。 

 食事と調理の学習を通して、日常の食事への関心を高め、食事の大切さに気付くとともに、調和のよい食事と調理や適切

な買物の仕方に関する基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け、食生活をよりよくしようと工夫する能力と実践的な態度

を育てる授業です。展開中の１から４は以下の【課題解決のための授業改善の視点】のそれぞれの取組であることを表しま

す。 

【課題解決のための授業改善の視点】 

１  見通しを立てたり振り返ったりする学習活動 

２  児童や地域の実態を意識した指導と評価 

３  自分の生活の課題を解決するための言語活動の充実 

４  衣食住に関する意識を高める工夫 

【本時の目標】 

米飯とみそ汁を中心とした３つのグループの食品のそろった１食分の献立について考えたり、自分なりに工夫したりする

ことができる。   <生活を創意工夫する能力>   

時間 学 習 活 動 

○指導の工夫  ◇評価  ☆Ｂ→Ａへの手立て 

△Ｃ→Ｂへの手立て  ◎学力向上プランとの関連 

★教育に関する３つの達成目標との関連 

資 料 

 

５′ 

 

 

 

 

 

 

 

  

１  給食の献立のよさに

ついて考える。 

・栄養のバランスがよい。 

・野菜が多く入っている。 

・牛乳で無機質がとれる。 

 

２ 本時の学習内容を知る。 

 

 

 

     〈T1 担任〉 

○給食のよさを考えさせるために、

給食の献立を提示する。 

○米飯とみそ汁が多かったことを

復習するため、１週間分の食事調

べを想起させる。 

 

○給食の献立を参考に米飯とみそ

汁に合う一食分の献立を立てる

ことを考えさせる。 

 

〈T2 栄養教諭〉 

○米飯とみそ汁に合うおかず、

パンに合うおかずに気付か

せるために、写真を提示す

る。 

○給食の献立を立てる際のポ

イントとなるよう、和食献

立のよさを知らせる。 

 

 

 

 

給食の献立の写 

真 

（洋食・和食） 

 

和食のよさの掲 

示資料 

 

 

 

 

15′ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 献立の立て方を知る。 

・立てる手順 

 ①主食を決める。 

 ②汁ものを決める。 

③主なおかずを決める。 

④その他のおかずを 

決める。 

 

・食材を調べ、栄養のバラ 

ンスを確認する。 

 

 

 

 

 

 

４  米飯とみそ汁に合う 

リクエスト献立を考える。 

 

 

 

 

○献立の立て方について、給食の米

飯とみそ汁やおかずの写真を使

って説明する。 

 

 

 

 

 

○ある日の給食献立（和食）を使っ

て栄養バランスの確認の仕方を

知らせる。また不足したものをど

のように補ったらよいかを説明

する。 

○児童の活動時間を確保するため、

ポイントを絞って説明する。 

 

○考えをまとめるため、手順、ワー

クシートの使い方、時間、使える

資料などを伝える。 

 

◎自分の考えを、先生や友だちが理

解しやすい言葉で表現する。 

 

 

 

○昔の食事は、一汁三菜とい

う構成であったことを知

らせ、米飯とみそ汁は、日

本人が昔から食べてきた

伝統の食事であることを

再確認させる。 

 

 

○食事の楽しさや栄養バラ

ンスの理解をすすめるた

め、地域や旬の食材や色ど

りについてもふれる。 

 

 

 

 

○献立の立て方が理解できる

ように、給食のリクエスト

献立を和食で立てることを

伝える。 

○書き込みに手間取っている

児童には、給食の写真をも

とに組み合わせるよう助言

する。 

 

 

 

和食の配膳図 

 

米飯、みそ汁、

おかずの写真

（掲示用） 

ワークシート 

数か月分の献立

表 

 

 

 

 

 

 

 

 

米飯、みそ汁、 

おかずの写真

（作業用） 

 

個人、ペア、グループ、一斉等、思考を深めたり、表現力の育成を図った

りするために、目的に応じて学習形態を工夫しましょう。 

＊グループ活動の場合、人数にも配慮しましょう。  

 

個人、ペア、グループ、一斉等、思考を深めたり、表現力の育成を図った

りするために、目的に応じて学習形態を工夫しましょう。 

＊グループ活動の場合、人数にも配慮しましょう。  

 

個人、ペア、グループ、一斉等、思考を深めたり、表現力の育成を図った

りするために、目的に応じて学習形態を工夫しましょう。 

＊グループ活動の場合、人数にも配慮しましょう。  

 

個人、ペア、グループ、一斉等、思考を深めたり、表現力の育成を図った

りするために、目的に応じて学習形態を工夫しましょう。 

＊グループ活動の場合、人数にも配慮しましょう。  

 

給食（和食）の写真を活用することでイ

メージを共有することができます。４  

ご飯とみそ汁に適した給食の献立を考えよう。 

地元産の食材や旬の食材を取り上げ、食生

活についての関心を高めます。  ２ ４ 

身近な給食献立を取り上げる

ことで、児童の学習意欲を一

層高めることができます。 

           ４ 

自力解決のため、児童がまと

めやすいワークシートを工夫

すると、言語活動の充実につ

ながり、評価にもつながりま

す。          ３  

本時の活動について児童に

わかりやすく伝えることが

大切です。     １  

学習課題を提示して、

本時の学習の見通しを

もたせます。   １ 

 

◇米飯とみそ汁を中心とした３つのグループの食品のそろった１食分の献立について考えたり、自分

なりに工夫したりしている。                          ＜創意工夫＞（ワークシート） 

☆Ｂ→Ａへの手立て・・・よりよい栄養バランスの献立になるように、食材を追加したり変更したりできない

か考えるようアドバイスする。 

△Ｃ→Ｂへの手立て・・・給食献立表の中からリクエスト給食で食べたい主菜を探し出し、足りない栄養

素を一緒に確認し、アドバイスする。 

本時の評価

が、本時の

目標に即し

たものにな

ることが大

切です。 

    ２ 

児童の実態を踏まえ、ワークシートに記入ができない児童へ

の具体的手立てなどをあらかじめ考えておきます。  ２ 



20′ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ グループ内で発表し合

い、栄養のバランスにつ

いてお互い確認する。 

 

 

 

 

 

６  おすすめポイントを

中心に、各グループの代

表児童が発表する。 

 

７ 友達の発表や栄養教

諭のアドバイスを聞き、

それを参考に献立を修

正する。 

 

 

 

 

○グループの中で、献立の栄養のバ

ランスを確認し、栄養のバランス

をよりよくするための工夫がある

かを見るよう指示する。 

 

 

  
★先生の話や友だちの発表をしっか

り聞き、自分の考えを伝えること

ができる。 

 

○アドバイスされたところを、赤鉛

筆等を使ってワークシートに記入

する。 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

  
○栄養のバランスがよいか

アドバイスするため、発表

の中のキーワードを板書

していく。 

○工夫されている点が確認

できるように、さらによく

なるポイントをアドバイ

スする。 

 

 

 

 

 

 

５′ 

 

 

 

８ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

  
９ 次時の学習内容を知

る。 

 

 

 

 

○自分の健康を守るために、献立の

作成で学んだことを食生活に生か

していく必要があることを伝える。 

 

 

 

 

 

○今日学んだことを生かして、米飯

とみそ汁に合う朝食作りを次時の

学習で行うことを知らせる。       

 

 

 

 

  
 

 

 

○児童が考えたリクエスト

献立を参考に給食の献立

を作成することを伝える。 

 

 

 

  

【板書計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        参考 小学校学習指導要領解説 家庭編（文部科学省） 

                                             埼玉県小学校教育課程評価資料（埼玉県教育委員会） 

                                             埼玉県小学校教育課程指導実践事例集（埼玉県教育委員会） 

                                            言語活動の充実に関する指導事例集（文部科学省） 

本時で学んだことが単に知識にとどまることなく、学んだことを通して、今後のよりよ

い食生活について考えていこうとする意欲をもたせることが大切です。    １ ４ 

発表の前に聞くポイントを整理し、あらかじめ指示

しておきます。              ３ 

児童の発表

の中のキー

ワードを大

切にして、

実感をもっ

て理解させ

ることが大

切です。３ 

１時間の授業全体を振り返り、「気付いたこと」「工夫したこと」などを

自分の言葉で表現できるようにします。            １ ３ 

本時で学んだことを家庭生活でどう生かしたかについて、家庭からのコメントをもらう

ことも考えられます。                          ２ ４ 

ご飯とみそ汁に適した給食の献立を考えよう。 

よりよい献立のためのキーワード 

栄養バランスのよい献立を発表しよう 

地元でとれる食材 

児童の発表 １ 

まとめ  ○主食（ご飯）→汁もの（みそ汁）→主なおかず→その他のおかずの順で考える。   

     ○「その他のおかず」で栄養のバランス（３つのグループの食品）を整える。 

五大栄養素の体内での主な

はたらき 

３つの食品のグループと

多くふくまれる栄養素 

(児童の発表のキーワードを板書する) 

板書は、本時の目標を常に意識させる手段

としても有効です。事前にしっかり計画し

ます。              １ 

栄養バランス 

食品のいろどり 

旬
しゅん

の食材 

児童の発表については、グループの話合い

の内容を黒板に貼るなどして、児童の意欲

を高めます。            ４ 

児童の発表 ３ 

児童の発表 ５ 

児童の発表 ４ 

児童の発表 ６ 

児童の発表 ２ 

児童の発表 ７ 児童の発表 ８ 


